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一
五
八

入
樗
伽
経
の
自
証
聖
智

-

集

一
切
法
品
中
心
-神

谷

麻

俊

入
樗
伽
経

の

「
集

一
切

法

品

(
七
巻
訳
品
名
)
」
(
s
l
d
k
f
 
e
r
o
t
u
j

r
e
w
o
q
 
p
r
u
w
e
 
p
r
w
e
o
)に
お

け

る

自
証

聖

智

(
e
r
p
t
o

r
w
e
o
r
u
e
o
i
)

の
性
格

に
つ
い
て
考
え

て
み
た

い

と
思

う
。
自

証

聖

智

に

閑

し

(
1
)

て
は
、
管
沼
晃
氏
に
よ
る
綿
密
な
研
究
論
文
が
あ
る
が
、
私
は
自
ら
の
基
礎
研

究
と
し
て
自
証
聖
智
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

一
、
如
来
の
特
質
で
あ
る
自
証
聖
智
 
ま
ず
、
本
品
に
於
て
説
か
れ
る
自
証

聖
智
を
追
つ
て
み
る
と
、
こ
れ
は
如
来
の
特
質
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
窓

る
。
例
え
ば
、
菩
薩
が
次
第
に
如
来
地
に
往
く
様
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

「三

〔有
〕
は
無
始
時
よ
り
戯
論
で
あ
る
鹿
雑
な
分
別
に
よ
る
蕪
習
を
因
と
し

て
い
る
と
観
察
し
、
仏
地
は
無
影
像

(
d
l
f
k
j
s
k
d
)

で
あ
り
、
不
生
で
あ
る

と
念
ず
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
証
聖
法
趣

(
w
e
o
r
i
u
o
w
e
r
)

に
到

り
、
自
心
は
自
在
に
し
て
無
功
用
行
の
領
域
に
達
し
、
衆
色
を
摩
尼
珠
の
ご
と

く

〔観
察
し
〕
、有
情
の
心
に
入
る
微
細
な
化
身
に
よ
つ
て
唯
心
を
覚
せ
し
め

(
2
)

ん
が
た
め
に
次
第
地
相
続
を
建
立
す
る
」
と
。
ま
た
、
「ま
た
大
慧
よ
。
法
性

仏
は
、
心
を
自
性
と
す
る
特
質
を
離
れ
て
い
る
自
証
聖
智
の
活
動
領
域
を
建
立

(
4
)

す
る
」

と
も
あ

る
ゆ
さ
ら

に
如
来
乗
現
観
種
性

の
特
質

と
し

て
、
ま
た
如
来
禅

(
5
)

の
特
質
と
し
て
、
自
証
聖
智
が
説
か
れ
る
。
故
に
此
の
聖
智
は
、
修
学
の
途
上

に
あ
る
菩
薩
に
よ
つ
て
、
自
心
所
現
の
分
別
に
執
着
し
て
い
る
凡
夫
等
に
よ
つ

て
修
学
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
と
説

か
れ
る
。

そ

の
証
拠
に
菩
薩

の
修
学

の

あ
り
方
を
み
る
と
、

「
ま
た
大
慧

よ
。

菩
薩
は
、

心

・
識

・
慧

を
特
質

と
す

る

(
6
)

住
所
に
住
し
お
わ
る
と
、
後
に
聖
智
の
三

つ
の
特
質

の
行
を
な
す
」
と
あ
る
。

三

つ
の
特
質
と
は
、
(
1
)
無
影
像
相

(
t
o
e
r
i
t
)
、
(
2
)

一
切

諸

仏
願

持
相

(
q
r
o
e
r
 
i
u
o
e
w
 
i
r
u
o
w
e
)
、
(
3
)

自
証
聖
智

所
趣
相

(
t
e
r
p
t
o
i
e
o
r
p
)

で
あ
る
。

こ
れ
ら

三

つ

の

ハ

ロ

特
質
を
証
得
す
る
と
、
破
騙
の
ご
と
き
以
前
の
智
慧
を
捨
離
し
、
第
八
地
に
到

(
7
)

り
、

後

の
三

つ
の
特
質

の
中
で
修

学
す
る
と
示
さ
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ

で
、
こ

れ
ら
三

つ
の
特
質

は
異
質
な
も

の
で
は
な
く
、

一
体
な

る
の
を
三
方
面
よ
り
そ

の
働
き
に
よ

つ
て
区
別

し
て
い
る
に
す
ぎ

な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
ぎ

て
、
そ

の

う
ち
自
証
聖
智

所
趣
相

の
説
明
を
み
る
と
、

「
ま
た
大
慧

よ
。

自
証
聖

智

所
趣

相
は
、

一
切
法

の
特
質

に
執
着

し
な
い
が
故

に
、
如
幻
三
昧
身
を
得
る
が
故
に
、

(
8
)

仏
地
に
往
く
道

の
り
を
歩
む
が
故

に
、
生
起

す
る
」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
切

法
に
対
す
る
執
着

の
滅

と
自
証
聖
智

の
証

得
と
は
表
裏

一
体
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
に
、

二

切
性
は
、
陽
炎
・

夢

・
毛
輪

の
ご

と
く
、

無
始
よ
り
戯
論

の
鹿

雑
な
習
気

を

因

と

し

て

い
る

と

(
9
)

観
察
し
、

〔菩
薩

は
〕
自
証
聖
智

を
求

め
る
」
と
あ
る
。

ま

た
、

「ま

た

大
慧

よ
。

心

・
意

・
意
識
よ
り
転
依

し
、
自
心
所
現

の
所

取

・
能

取

の
分

別

を

離

れ
、

如
来
地

で
あ

る
自
証
聖
智
を
得
て
い
る
修

学
者
に
は
、

有
無
の
想

い
は
生

(
1
0
)

起
し
な

い
」

と
も
あ
る
。

か
く
し
て
、
如
来

・
菩
薩
と

の
関
連

の
う
ち
に
、
自

証
聖
智

の
性
格

の

一
端
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

二
一

浬
葉
等

と
自
証
聖
智
 

一
以
外
の
関

連

の
中
で
自
証
聖
智
が
説
か
れ
る

と

こ
ろ
を
捨

つ
て
み
る

と
、

(
1
)
ま
た
大
慧
よ
。
浬
架
は
自
証
聖
智
の
活
動
領
域
で
あ
り
、
常
断
・
有
無
の

(
1
1
)

分
別
を
離
れ
て
い
る
。
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(2
)ま
た
大
慧
よ
。
第

一
義
聖
智

大
空

と
は
何
か
。

い
わ
く
自
証
聖
智

の
証
得

で
あ
り
、

一
切

の
悪
見

の
蕪
習
は
空

(
w
e
i
r
e
i
o
)

で
あ

る
。
故

に

第

一
義

(
1
2
)

聖
智
大
空
と
言
わ
れ
る
。

(
3
)
し
か
る
に
大
慧

よ
。
第

一
義
は
、

自
証
聖
智

の
活
動
領
域
で
あ
り
、

こ
と

ば
に
よ
る
分
別

の
領
域

で
は
な

い
。

こ
れ
よ
り
分
別

は
第

一
義

を
生
じ
な

(
1
3
)
い
。

(
4
)
大
慧

よ
ゆ
そ

の
う
ち
円
成
自
性

と
は
何
か
。

い
わ
く

相

(
e
o
t
p
e
w
)

・
名

称

(
t
r
e
i
)を
依
り

ど
こ
ろ

と
す

る
特
質
た
る
分
別
を
離
れ

て
い
る
真

如
た
る
聖
智
の
活
動
す
る
道
の
り
。
自
性
聖
智
の
活
動
領
域
で
あ
る
。
こ

(
1
4
)

れ
が
円
成
自
性
で
あ
り
、
如
来
蔵
の
核
心
で
あ
る
。

(
5
)
し
か
る
に
大
慧

よ
。
我
が
第

一
義
常
不
思
議
性

は
、
自
証
聖
智

の
証
得
な

る
特
質

を
因

と
し
て
い
る
が
故

に
、
電所
作

の
有
無
を
離
れ

て
い
る
が
故

に

常

で
あ
る
。
外
法

の
有
無

・
常
非
常
を
推
理
し

つ
つ
常

で
あ
る

と
す

る
の

(
1
5
)

で
は
な

い
。

と
あ
つ
て
、
自
証
聖
智
は
如
来

の
特
質

の
み

に
限
ら
ず
、

浬
葉

・
空
性

・
第

一

義

・
円
成
自
性

・
常
不
思
議
性
等
と
相
応
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

三
、
妄
法

(
w
e
i
r
o
i
e
w
)

と
自
証
聖
智

次
に
妄

法

は
、

常

(
e
o
r
i
t
u
o
r
i
e
)

・

(
1
6
)

真
実

(
e
r
i
t
e
o
r
)

で
あ
る
と
説
く

と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
般
的
に
は
妄

法

は
実
法

の
反
対
語

で
あ
り
、

世
間
に
お

い
て
妄
分
別

さ
れ
る
も
の
を
言
う
。

し
た
が

つ

て
虚
偽
な
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
こ
で
は
、
そ

の
虚
偽
な
妄
法
が
真
実

で

あ
る
と
説

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
う

い
う
訳

か
。
説

明
に
よ
れ
ば
、

聖
人

に

と
つ
て
は
、
妄
法
中
に
転
倒

の
知

〔見
〕
も
、

非
転
倒

の
知

〔見
〕
も
、

そ

の

他
に
お
い
て
も
生
起
七
な

い
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
若

し
僅

か
の
想

い
も
生
起
す

れ
ば
、

そ
れ

は
聖
智
に
基
く
相
と
は
な
ら
ず
、

凡
夫
の
語
る
と

こ
ろ

で
あ
り
、

聖
人
の
説
で
は
な
い
と
も
述

べ
ら
れ

て
い

る
。

ま
た
、

「
そ

れ

(妄

法
)

は
、

有
る
の
で
も
な
く
、
無

い
の
で
も
な

い
ひ
大
慧
よ
。

か
の
妄
法
は
、
聖
人
た
ち

に
と

つ
て
は
分
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

心

・
意

・
意
識

の
鹿
雑
な
習
気
を
自
性

と
す
る
法
よ
り
転

〔依
〕

し
て
い
る
が
故

に
、
妄
法

は
聖
人
に
と
つ
て
は
真

如

(
1
7
)

(
r
e
i
g
f
)
で
あ
る
と
語
ら
れ

る
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら

の
説

明
を

総

合

す

る

と
、
妄

法
の
存
在
は
元
来
虚
偽
な
も

の
で
あ
り
、

虚
偽

な
も

の
は
、

い
く
ら
分

別
し

て
も
妄
分
別

の
外
に
出
な

い
。
故

に
妄
分
別

は
、
絶
対

に
真
実
と
は
な
ら

な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
妄

法
は
分
別
惑
れ

て
は
な

ら

な

い

の

で
あ

る
。
聖

人

は
、

こ
の
妄
法

に
於

て
間
髪

の
分
別
も
起

こ
さ
な
い
。

か
く
あ
る
聖
人
に
と
つ

て
妄

法
が
観
察
さ
れ
る
と
き
に
は
、
妄
法

は
真

実

(
e
r
p
o
t
i
)

・
真
如

(
g
d
f
l
g
f
d
l
k
g

t
a
)に
な

つ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

そ
し
て
、
聖
人
を
し
て
、

こ

の

よ
う
な
観
察
を
可
能

に
し
て

い
る
の
は
、

心

・
意

・
意
識
の
鹿
雑
な
分
別
習
気

を
自
性
と
す
る
法
よ
り
聖
智

の
領
域

へ
の
依
所

の
転
換

で
あ
ひ
、
自
証
聖
智

の

活
動
領
域
に
入

つ
て
い
る
が
故
で
あ
る
と
み

て
よ

い
で
あ
ろ
う
ひ

一
方
、
聖
智

を
未
だ
証
得
し
て
い
な

い
者
は
、
妄

法
の
実
際
を
知
ら
ず
、
分
別
戯
論
の
領
域

に
住
し

て
、
そ
こ
よ
り
出
る

こ
と
が
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

以

上
、
入
樗
伽
経

に
お

い
て
説

か
れ
る
自
証
聖
智

の
意
味
の

一
端
を
述

べ
て

み
ま
し
た
。
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